
　始業式の日にも生徒の皆さんにはお話ししましたが、白鷗大学足利高等学校の母体である学校法人白鷗大学には、白鷗大

学の初代学長であった上岡一嘉の熱い思いが流れており、本校の教育活動のバックボーンとなっています。ちなみに、上岡

一嘉は本校の前身である足利学園高等学校の校長を1976(昭和51)年度と1977(昭和52)年度の２年間勤めています。

　上岡一嘉が、1990(平成２)年の白鷗大学第１回卒業式で卒業生に贈った「PLUS ULTRA(プルス ウルトラ)」＜さらに向こ

うへ＞という言葉は、大航海時代にスペイン王国が世界進出を果たす際に旗印として用いた言葉です。この言葉は、学校法

人の建学の精神ともなっており、上岡一嘉の「従来の常識や既成概念にとらわれず、未知の世界へ挑戦する勇気や情熱をも

って前進し続けてほしい」という思いが込められています。また、学校法人の教育の根底には、「“Challenging Spirit”

と“Pioneer Spirit”を持って世界を舞台に自己の人生を切り開いていく人間を育成する」というHAKUOH SPIRITが脈々と

流れています。

　このような学校法人の教育理念にあるような「世界を舞台に自己の人生を切り開いていく人間」を育成したり、現在の教

育改革で高校生に身につけさせることが求められているような「世界の人たちと協働しながら、これから先の予測不能な激

動の時代を力強く生き抜いていくための基礎的な力」を育成するために、本校では、様々な教育活動をとおして、卒業まで

に生徒一人ひとりに次に示す「８つの力」を身につけさせることを目指すこととしました。

　 １　分析力：複雑な物事を細かな要素に分け、その関係性などを解明する力

　 ２　思考力：考えや思いを巡らし、問題解決の筋道や方法などを導き出す力

　 ３　発信力：自分の考えや思いを他者が理解できるように的確に伝える力

　 ４　想像力：過去の経験を基に、頭の中に新しい事柄や事象などを思い描く力

　 ５　創造力：既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決法を考える力


　 ６　行動力：目標達成のために、自らの意思で積極的に行動を起こす能力

　 ７　傾聴力：他者の話に耳を傾け、判断や批判を加えずそのまま受け止める力

　 ８　自己肯定力：ありのままの自分を価値ある存在として受け入れる力

この「８つの力」の頭文字を順番に取っていくと「武士はそうそう転けじ」となります。「（鍛錬している）武士はそんな

に（たやすく）は転ばないだろう」という意味になり、生徒の皆さんがこの「８つの力」を身につければ、今後の人生にお


いて、この武士の話のように、そんなにたやすくは転ばないで済むだろうという思いが込められています。生徒の皆さんに

は、この「８つの力」を卒業までに身につけてもらうために、本校で行われる授業、学校行事、生徒会活動、委員会活動、

部活動など様々な教育活動に、元気に明るく前向きに挑戦していってほしいと思っています。

＜５月生まれの「栃木県ゆかりの著名人」＞　相田みつを(1924.5.20～1991.12.17：栃木県足利市生まれ)

＜今日は何の日：５月８日＞ ＜今日は何の日：５月９日＞

◎世界赤十字デー(赤十字平和デー)：1948年にスウェーデン ◎アイスクリームの日：日本アイスクリーム協会が1965(昭

　の首都ストックホルムで開催された第20回赤十字社連盟理　 　和40)年に制定。1964(昭和39)年、アイスクリームのシー

　事会で制定。赤十字の創設者であるアンリ・デュナンの誕 　ズンが始まる連休明けの時期である５月９日を「アイスク

　生日にちなむ。 　リームデー」とし、当協会が都内の施設や病院などにアイ

◎ゴーヤーの日：JAおきなわと沖縄県が1997(平成９)年に制 　スクリームをプレゼントしたことに端を発する。

　定｡「ゴー(５)ヤー(８)」と読む語呂合せ｡沖縄名物のゴー ◎黒板の日：全国黒板工業連盟が創立50周年を記念して2000

　ヤーの消費拡大が目的。 　(平成12)年に制定｡黒板「こ(５)く(９)ばん」と読む語呂

◎松の日：1989(平成元)年に社団法人「日本の松の緑を守る 　合せ｡黒板の有用性をPRすることが目的。

　会」が制定。1981(昭和56)年のこの日、初めて「日本の松 ◎メイクの日：Japan Make-up Artist Network(JMAN)が制定。

　の緑を守る会」の全国大会が奈良市で開催された。 　「メイ(May)ク(９)」と読む語呂合せ。メイクフェスティバ

◎万引き防止の日：セキュリティシステムを取扱うセーフテ 　ルの開催や介護施設でのメイクサービスなどを実施。

　ィ＆セキュリティ株式会社が2009(平成21)年に制定。犯罪 ◎告白の日：ユニリーバ・ジャパン株式会社の男性用化粧品

　者を捕まえることを意味する御用「ご(5)よう(8)」と読む 　「AXE(アックス)」が制定。男性が女性に告白をする日。

　語呂合せ。 ◎合格の日：天然とんこつラーメン専門店の株式会社「一蘭」

◎紙飛行機の日：「折り紙ヒコーキ協会」が制定。知的障害 　が制定。合格「ごう(５)かく(９)」と読む語呂合せ。当店

　と白血病というハンデを背負いながら、多くの人に愛と勇 　は太宰府参道店で「合格ラーメン」を提供している。

　気を教えてくれた紙飛行機が大好きな少年、井上健史君の ◎健康ミネラルむぎ茶の日：株式会社伊藤園が制定。むぎ茶

　命日にちなむ。日付は「GO(５)HIGH(８)」と読む。 　をゴク(59)ゴク(59)飲んでもらいたいという思いから。

６行動力

旧制栃木県立足利中学校在学中に書や短歌、絵に親しんだが、喫煙の濡れ衣を着せられ軍事
教練の教官に嫌われ進学を断念。1942年、歌会で出会った曹洞宗高福寺武井哲応から禅を学
ぶ。1943年、書家を志して岩沢渓石に師事し、本格的に書の修行を積む。専門家でなければ
理解しにくい書の在り方に疑問を抱き、30歳の頃、独特の書体で、短く平易な自らの言葉を
書く作風を確立する。1974年、教えを受けていた紀野一義のベストセラー『生きるのが下手
な人へ』で紹介され、さらに1984年、詩集『にんげんだもの』が出版され、広く知られるよ
うになる。人間としての在り方、生き方、命の尊さを考えさせる作品を数多く残しており、
「書の詩人」、「いのちの詩人」とも称される。

学園の恒久的発展を基調とし、教育基本法の精神を汲み、民主主義を理
解し、もって個性の伸長発展を図り、よき社会の形成者を育成する。
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８自己肯定力

建学の精神
プ ル ス　  　ウ ル ト ラ

PLUS ULTRA さらに向こうへ HAKUOH SPIRIT
'Challenging Spirit'と'Pioneer Spirit' を持って世界
を舞台に自己の人生を切り開いていく人間を育成する。

３発信力

○自立精神の涵養　○責任と義務の会得　○豊かな良識と個性の伸長

卒業までに生徒に

身につけさせたい

｢８つの力｣
教育目標

７傾聴力

２思考力１分析力

４想像力 ５創造力

Hustle ＆ Creative
毎月８日と９日は

｢白鷗足利の日｣
白鷗足利の誓い

はっきり、くっきり、大きく美しい足跡を印そう！
科学の学園「白鷗足利」で！


